
　サガンボから栃木と
海のつながりを調査す
るため、最初に栃木県
立博物館で篠﨑茂雄学
芸部長補佐のお話を聞
きました。海の魚サガ

ンボはごちそうだった
こと、内陸地域の特徴
ある食べ物だったこ
と、何百〜何千年とか
けて伝えられてきた料
理だったことを学びま

した。
　続いて向かった那珂
湊港では、那珂湊漁業
協同組合女性部の皆さ
んが腕を振るったカツ
オの刺し身やたこ飯、
那珂湊焼きそばなど漁
師飯をいただき、初め
て味わう海の幸に笑顔
がこぼれました。
　昼食後、同組合代表
理事組合長の大内清一

さんから「サガンボは
皮が硬くさばくのに手
間がかかるため地元で
は歓迎されない魚だっ
たが、車に積んで那須
塩原まで売りに行っ
た」などと、海とのつ
ながりを感じるような
話を聞きました。ま
た、茨城県水産試験場
の渡邉直樹さんが茨城
の海と漁業をテーマに
レクチャー。小学生た
ちは身近な海について
の話に興味深げにメモ
を取っていました。
　2日目の午前中は近
くの砂浜でビーチコー
ミング（漂着ごみの収
集）を行いました。ペッ

トボトルやプラスチッ
クなどさまざまな漂着
ごみの多さに小学生た
ちは驚いた様子。環境
問題になっている「マ
イクロプラスチック」
も拾い集め、今自分た
ちにできることは何か
を考えました。午後は
大洗サンビーチでの
サーフィン教室に参加
し、海を満喫しました。
　プロジェクトの最後
を締めくくる活動記事
作成・報告会では、報
告書を兼ねた壁新聞作
りに取り組みました。
小学生たちは 2 日間
の体験を思い出しなが
ら、熱心に書き留めた
メモ帳や資料を参考に
学んだこと、伝えたい
思いを文章や絵で表現
しました。報告会では
出来上がった壁新聞を
前に、「海と栃木県の
関係が良く分かった」
「海が汚れていること
を知って、きれいにし
なければと思った」な
どと全員がそれぞれ感
想を発表しました。

　海と日本プロジェクト in 栃木県実行委員会・
とちぎテレビ主催の「海と日本プロジェクト　
サガンボ恩返し隊 2018 〜海へとつながる栃木
のくらし」が 8月 17、18 日の１泊２日の日程で
実施され、県内の小学 5、6 年生 20 人が参加し
ました。ゲストの宇都宮ブリッツェン GM廣
瀬佳正さん、那須ブラーゼン社長若杉厚仁さん
と共に、茨城県鉾田市にあるとちぎ海浜自然の
家などでの宿泊体験学習を通して小学生たちは
「サガンボ」（サメの切り身）の故郷の海について
学び、海を楽しみ、海と自分たちとのつながり
を考えるなど実りの多い 2日間となりました。

海と日本プロジェクト　サガンボ恩返し隊2018〜海へとつながる栃木のくらし

8 月 17 〜 18 日
茨城で宿泊学習
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県内小学生20人が体験

「壁新聞」を作り 報告会


